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市政功労者を表彰（8面）�
●�

みんなの健康（3面）�
安全で安定した水の供給に向けて�
・水道事業決算報告（4・5面）�

●�
ざまインフォメーション（6・7面）

　　�（�平成13年�10月1日現�在�）��

126，�022人�
50，�217世帯�

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

○利用時間　午前９時～正午、午後１時

　２１２１世紀のスタートに「希望・愛・融和」をテーマに世紀のスタートに「希望・愛・融和」をテーマに
制作された市民の歌「ＷＥ ＬＯＶＥ ＺＡＭＡ！ ｣。制作された市民の歌「ＷＥ　ＬＯＶＥ　ＺＡＭＡ！ ｣。
去去る１０月２８る１０月２８日（日）に開催された市制施行日（日）に開催された市制施行３０３０周年記念周年記念
式典で式典で、、ダークダックスと座間中学校の生徒によってダークダックスと座間中学校の生徒によって
発表されました。発表されました。
この市民の歌は　この市民の歌は、１、１枚５００円のＣＤとして市役枚５００円のＣＤとして市役所１所１

階市民情報コーナーおよび各出張所で販売しています。階市民情報コーナーおよび各出張所で販売しています。
なお、このＣＤは公民館、北・東地区文化センターでなお、このＣＤは公民館、北・東地区文化センターで
貸し出しもしていますので、地域の行事などでどうぞ貸し出しもしていますので、地域の行事などでどうぞ
ご活用ください。ご活用ください。
担当担当　　 企画政策課企画政策課11０４６（２５２）８２８７０４６（２５２）８２８７ 55０４６（２５５）３５５００４６（２５５）３５５０
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明
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み
ん
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ぐ
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☆ストレッチ教室　３０分間
　広いストレッチゾーンで体を大きく伸
　ばし、心身ともにリラクゼーション。
☆バランスボール教室　４５分間
　バランスボールを使って、腰痛・肩こ
　りの予防・解消。
担当　　　　　　　　　　　市民体育館
　　　  1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

～市民体育館トレーニング室で健康づくり～～市民体育館トレーニング室で健康づくり～�～市民体育館トレーニング室で健康づくり～�～市民体育館トレーニング室で健康づくり～�
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　皆さんの個性やライフスタイルに合わ
せた健康づくりのため、市民体育館トレ 
ーニング室をご活用ください。
　トレーニング室では、「パワーアップ
をしたい」、「持久力や心肺機能を高め
たい」など、それぞれの目的に合わせ、
体力測定や健康運動相談などを実施して
います。また、毎日開催されるミニ教室
も好評をいただいています。
　専門トレーナーが、親切・丁寧にアド
バイスをします。トレーニング室を利用
して、すこやか健康ライフを目指しまし 
ょう。

　

　定員１０人　要予約　約７０分
　初めて利用する方に、機器の使用方法、
　トレーニング方法などを説明します。
　

　定員２人　要予約　約６０分
　トレーナーによるマンツーマン指導で、
　個々の特性にあったトレーニングメニ 
　ューを作成します。

　定員３人　要予約　約９０分
　日常生活を健康に過ごすため、自分の
　体力レベルを測定しましょう。

　定員５人　要予約　約９０分
　１カ月約４回のダイエットエクササイ
　ズ。楽しく、効率よく結果を出すため、

さまざまなメニューを用意しています。

　次の教室を開催しています。いずれも
　予約の必要はありません。
☆フィットネス教室　４５分間
　フィットネス器具を使い、全身をシェ
　イプアップ。登録講習会

体力測定

健康運動相談

　～５時、午後６時～９時
○料　金　３００円
※ご利用の際には、必ず室内用運動靴を
ご持参ください。また、ロッカールーム
（１００円：返却式）やシャワー室も完備
しています。

ミニ教室

グループエクササイズ
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去
る
十
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、

市
民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い
て
「
青
少
年
創
意
く
ふ
う
展
」

が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
・
中
学

生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
応
募
作
品

百
三
十
九
点
の
中
か
ら
、
次
の
方 

々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
市
長
賞
＝
「
回
転
式
資
源
分
別

収
集
箱
」
杉
山
道（
中
原
小
五
年
）

▽
教
育
長
賞
＝
「
ど
こ
ま
で
も
続

く
光
の
反
射
」
藤
谷
敬
太
（
東
原

小
六
年
）
▽
議
長
賞
＝
「
資
源
物

と
ご
み
の
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

杉
山
光
（
中
原
小
二
年
）
▽
商
工

会
長
賞
＝
「
う
ん
キ
ャ
ッ
チ
」
印

部
礼
納
（
座
間
中
一
年
）
▽
工
業

会
長
賞
＝「
ク
リ
ー
ン
な 
蝿 
取
り
」

は
え

石
渡
博
昭
（
西
中
二
年
）
▽
企
業

賞
＝「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
」

藤
尾
明
日
香
（
相
模
野
小
四
年
）

▽
優
良
賞
＝
吉
川
和
泰
（
座
間
小

三
年
）、
藤
木
祐
介（
東
中
一
年
）、

石
井
尚
大（
栗
原
中
一
年
）、
石
井

か
な
た（
栗
原
中
一
年
）、
島
田
裕

士
（
西
中
二
年
）
▽
佳
良
賞
＝
土

屋
魁
斗（
相
模
が
丘
小
一
年
）、
岩

堀
悠
太（
座
間
小
二
年
）、
佐
藤
貴

人（
座
間
小
二
年
）、
長
谷
川
智
哉

（
旭
小
二
年
）、
青
木
拓
実
（
相
模

野
小
三
年
）、
関
根
麻
奈
美（
入
谷

小
四
年
）、
舟
木
綾
香（
中
原
小
四

年
）、
日
永
田
和
嗣（
相
模
が
丘
小

六
年
）、
鈴
木
宏
隆
（
入
谷
小
六

年
）、吉
田
明
弘
（
座
間
中
一
年
）、

桑
野
多
聞（
座
間
中
一
年
）、
岩
堀

翔
太
（
西
中
二
年
）
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平
成
十
四
年
二
月
三

　

日（
日
）午
前
九
時
四
十
五
分
〜

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
（
ハ

　

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）

○
内　

容　

予
選
お
よ
び
本
選
、

　

本
選
出
場
の
二
十
組
で
各
賞
を

　

競
う

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
募
集
人
員　

百
二
十
組
（
多
数

　

抽
選
）

○
参
加
費　

三
千
円（
観
覧
無
料
）

○
審
査
員　

作
曲
家
三
木
た
か
し

　

さ
ん
、
市
長
ほ
か
（
本
選
時
）

○
賞　

参
加
賞
お
よ
び
各
賞
あ
り

○
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を

　

出
す
と
き
は
、
中
身
を
使
い
切 

　

っ
て
か
ら
必
ず
穴
を
開
け
て
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
布
は
水
に
ぬ
れ
る
と
資
源
に
な

　

り
ま
せ
ん
。
紙
・
布
の
日
に
雨

　

が
降
っ
て
い
る
と
き
や
降
り
そ

　

う
な
と
き
は
、
布
を
出
さ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

○
紙
を
出
す
と
き
は
、
新
聞
、
雑

　

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
紙
、

　

牛
乳
パ
ッ
ク
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

　

パ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　市青少年芸術祭実行委員会と市教育委員会では「青
少年の手で郷土に新しい芸術文化の波を」をテーマに、
市内のアマチュア劇団による「ゆかいな人形のフェス
ティバル」を開催します。
　幼児や児童を対象とした人形劇を、お友達やご家族
お誘い合わせの上、ご鑑賞ください。
○と　き　１２月２日（日）午後１時～３時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）小
　　　　　ホール
○出　演　しゃぼん玉、うさぎ、ぽっぷこ～ん！、お
　　　　　もちゃ箱、キラキラ星
○入　場　自由
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

　

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

　

齢
、
電
話
番
号
、
曲
名
を
明
記

　

の
上
、
十
二
月
七
日
（
金
）
必

　

着
で
、
〒
２
２
８
―
０
０
２
１

　

緑
ヶ
丘
一
ノ
一
ノ
二
ハ
ー
モ
ニ

　

ー
ホ
ー
ル
座
間
「
カ
ラ
オ
ケ
の

　

ど
自
慢
大
会
係
」あ
て
郵
送（
一

　

人
一
枚
限
り
）

※
伴
奏
は
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
の
み

で
、
各
自
持
参
と
な
り
ま
す
。
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）
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１
０
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）
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ごみの�

ご注意を�

出し方に�
ごみの�

ご注意を�

出し方に�

※
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
紙
の
袋

に
入
れ
、
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
出

せ
る
も
の
は
、
ノ
ー
ト
、
カ
タ
ロ

グ
、
レ
シ
ー
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
紙
袋
、
コ
ピ
ー

用
紙
、
値
札
、
は
が
き
、封
筒（
窓

な
し
）、
包
装
紙
な
ど
で
す
。

※
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
で
は
出
せ

な
い
も
の
で
燃
え
る
ご
み
に
出
す

も
の
は
、
窓
付
き
封
筒
、
写
真
、

紙
コ
ッ
プ
、
油
紙
、
裏
カ
ー
ボ
ン

紙
、
感
熱
紙
な
ど
で
す
。
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資
源
対
策
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
６
５
９

5
０
４
６
（
２
５
２
）
７
６
１
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青少年芸術祭�
人形劇部門公演�人形劇部門公演�

漏水調査�
にご協力を�
漏水調査�
にご協力を�

　

市
で
は
、
大
切
な
水
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
、
十
二
月
末
ま
で

配
水
管
と
給
水
管
の
漏
水
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
調
査
は
地
表
面
に

現
わ
れ
な
い
漏
水
を
、
探
知
機
や

音
聴
棒
を
用
い
て
発
見
す
る
も
の

で
、
市
が
委
託
し
た
調
査
員
が
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
必
ず
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
、
腕
章
を
着
け
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
調
査
内
容　

▼
昼
間
調
査
＝
敷

　

地
内
に
入
り
、
メ
ー
タ
ー
な
ど

　

で
給
水
管
の
漏
水
を
調
査
▼
夜

　

間
調
査
＝
道
路
に
埋
設
さ
れ
て

　

い
る
管
の
漏
水
を
調
査

○
調
査
区
域　

市
内
全
域

○
調
査
業
者　

日
本
漏
水
調
査
株

　

式
会
社
東
京
営
業
所
1
０
３

　
（
３
２
７
８
）
１
６
７
３

　

な
お
、
個
人
の
給
水
管
の
漏
水

を
発
見
し
た
場
合
は
「
漏
水
修
理

に
つ
い
て
の
お
願
い
」
の
チ
ラ
シ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
市

指
定
工
事
業
者
へ
修
理
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　

水
道
部
工
務
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
５
１
９

5
０
４
６
（
２
５
７
）
４
１
５
５

　本格的な冬の到来に備え、石
油ストーブなどの暖房器具の手
入れは万全でしょうか。
　これからは、ストーブなどの
暖房器具を使用する機会が多く
なりますが、火災を出さないよ
う、特に次の点に注意してくだ
さい。
○設置場所　
・ストーブの近くに紙、衣類な
　ど燃えやすい物を置かない。
・カーテンなどがストーブに接
　触しないようにする。
・ストーブの上方に洗濯物を干
　さない。
・ストーブの近くで、ヘアスプ
　レーなどの引火の危険がある
　ものは使用しない。

○使用方法　
・取扱説明書をよく読んで、正
　しい使用方法で使用する。
・石油ストーブなどに灯油を補
　給する場合は、必ず火を消す。
・カートリッジタンク式のもの
　は、給油後タンクの「フタ」
　を確実に閉め、漏れのないこ
　とを確認する。
・点火および消火の確認をする。
担当　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１内線２３４
5０４６（２５６）２２１５
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去
る
十
月
二
十
日
に
市
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

市
長
か
ら
次
の
方
々
に
対
し
て
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）

齊
藤
信
雄
（
相
模
が
丘
六
丁
目
）、

杉
本
義
人（
同
）、杉
本
節
子（
同
）、

小
野
弘
四
（
東
原
一
丁
目
）
、
浜
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立
野
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　このたび予防接種法が一部改正され、市が高齢者の
インフルエンザ予防接種を実施することになりました。
６５歳以上で予防接種を希望する方は、一定の自己負担
で予防接種（期間中１回限り）が受けられます｡
○接種期間　１１月２０日（火）～平成１４年１月３１日（木）
○接種場所　市内協力医療機関
○対　象　６５歳以上で座間市に住民登録・外国人登録
　のある方
○自己負担額　１，０００円（世帯全員が市民税非課税の方
　は５００円、生活保護受給者および老齢福祉年金受給者
　で世帯全員が市民税非課税の方は免除されます）
○持ち物　健康保険証
　詳しくは、担当へお問い合わせください。

担当　　  市民健康課1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

・インフルエンザの予防接種について、必要性や
　副反応などをよく理解したうえで接種を受けて
　ください。
・気になることや分からないことがあれば、医師
　または担当までお問い合わせください。十分に
　納得できないときは、接種を受けないでくださ
　い。

予防接種を受ける前に

高齢者のインフルエンザ�
予防接種を市が実施へ！�
高齢者のインフルエンザ�
予防接種を市が実施へ！�
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予

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ接種

保なかよしベビークラス

保赤ちゃん教室

▽とき＝１１月２２日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝新しい友達をつくりたい保護
者のための教室です。赤ちゃんと楽しい遊びをします▽
対象＝３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝３０人▽持
ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１１月２９日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月～６カ
月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、離乳食用ス
プーン▽申込方法＝電話予約

保１歳児歯っぴいバースデー教室（虫歯予防教室）

保育児相談

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけについての
相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝１２月１３日（木）午前
９時３０分～９時４５分受け付け
▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝むし歯予防について
▽対象＝１歳～１歳１カ月児
（第１子に限る）▽持ち物＝
母子健康手帳、歯ブラシ▽申
込方法＝電話予約

保成人・老人健康相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

救急診療

ところ受付時間と　き

市民健康センター午前９時３０分
　～１０時３０分

１１月１９日（月）

東地区文化センター１１月２７日（火）

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ健福祉事務所からのお知らせ
問問問問問問問問問問いいいいいいいいいい合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわせせせせせせせせせせ先先先先先先先先先先 厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚木木木木木木木木木木保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務所所所所所所所所所所問い合わせ先　厚木保健福祉事務所　1００００００００００４４４４４４４４４４６６６６６６６６６６（（（（（（（（（（２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４））））））））））１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０４６（２２４）１１１１

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

対　象と　き内　容

６月１６日～末日生まれ
１１月１９日（月）ツベルクリン
１１月２１日（水）ＢＣＧ

７月１日～１５日生まれ
１１月２８日（水）ツベルクリン
１１月３０日（金）ＢＣＧ

７月１６日～末日生まれ
１２月３日（月）ツベルクリン
１２月５日（水）ＢＣＧ

８月１日～１５日生まれ
１１月２７日（火）ツベルクリン
１１月２９日（木）ＢＣＧ

８月１６日～末日生まれ
１２月４日（火）ツベルクリン
１２月６日（木）ＢＣＧ

保もぐもぐ教室
▽とき＝１２月５日（水）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ方、子どもの
発達について▽対象＝生後７カ月～８カ月児とその保護
者▽持ち物＝母子健康手帳、マグカップ、ティースプー
ン▽申込方法＝電話予約

保個別健康相談
▽とき＝１２月１１日（火）午前１０
時～１０時４５分、１０時４５分～１１時
３０分▽ところ＝市役所１階市民
健康課▽内容＝健康全般につい
て栄養士・保健婦が相談に応じ
ます▽持ち物＝健康手帳（お持
ちでない方には、当日発行しま
す）▽申込方法＝電話予約

ところ受付時間と　き

市民健康センター午前９時３０分
　～１０時３０分

１１月１６日（金）

北地区文化センター１１月３０日（金）

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　1０４２(７５６)９０００

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６（２５５）３２２８相武台２丁目馬来胃腸科外科１１月１８日

外
科 1０４２（７４３）５６０７相模が丘１丁目山下整形外科１１月２３日

1０４６（２５６）７３５５さがみ野１丁目中村整形外科１１月２５日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１１月１８日

婦
人
科

1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１１月２３日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１１月２５日

●休日診療

◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●夜間診療

栄養専門相談
▽とき＝１２月４日（火）午前９時３０分～午後４時▽内容
＝病気のある方などの食事相談▽申込方法＝電話予約

専門医による精神保健相談
▽とき＝１２月３日（月）午後１時３０分～４時▽内容＝心の
病気の治療や社会復帰などの相談、アルコール・薬物・
シンナーなどの依存症の相談▽申込方法＝電話予約

老人性痴ほう相談
▽とき＝１２月５日（水）午後１時３０分～４時▽内容＝痴ほ
うについての相談▽申込方法＝電話予約

障害児歯科相談
▽とき＝１２月６日（木）▽対象＝心身に障害のある６歳未
満の幼児▽申込方法＝電話予約

世界の民族舞踊を踊って�
　　　楽しみませんか？�

○と　き　１２月１２日（水）午前１０時～
　午後２時
○ところ　市公民館２階実習室
○費　用　７００円
○持ち物　エプロン、三角きん、ふ
　きん
○申込方法　１１月３０日（金）までに電
　話で、1０４６（２５５）６５９６（川島）ま
　たは1０４６（２５２）０７０４（片野）へ
○主　催　健康ざま普及員

イタズラ電話に�
ご注意を！�

イタズラ電話に�
ご注意を！�

　最近、「乳・子宮がん検診についてお伺いします」な
どと市役所市民健康課の職員を装った「イタズラ電話」
による被害が、急増しています。

　市役所では、乳 
・子宮がん検診に
ついて本紙などで
お知らせしていま
すが、直接電話で
のご案内はしてい
ません。不審な電
話には、十分ご注
意ください。

こ　に　は�ん　ち�

赤ちゃん�赤ちゃん�赤ちゃん�

担当　　　 市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　１２月７日（金）午前
　１０時～正午
○ところ　市民健康センター
○申込方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　1０４６（２５４）
　０３９８（宗藤）
○主　催　健康ざま普及員

担当　　市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

担当　　 市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

 山本 　俊輔    ちゃん

やまもと しゅんすけ

Ｈ１３．１．１９生まれ　男
ひばりが丘１丁目

 　畑 　愛実    ちゃん

かきはた ま な み

Ｈ１２．１０．７生まれ　女
座間１丁目

 小野 　優希
お の

    ちゃん

ゆ う き

Ｈ１２．１２．２６生まれ　男
相武台３丁目

 内野 　ひかるちゃん
う ち の

Ｈ１３．５．３１生まれ　女
入谷３丁目

 草薙 　海杜
くさなぎ

    ちゃん

か い と

Ｈ１２．９．２６生まれ　男
新田宿

 亀沢 　愛   ちゃん

かめざわ あい

Ｈ１２．１０．１８生まれ　女
南栗原５丁目

 中坪 　亮輔    ちゃん

なかつぼ りょうすけ

Ｈ１３．２．２０生まれ　男
入谷５丁目

 山崎 　真依
やまざき

    ちゃん

ま い

Ｈ１３．３．３生まれ　女
立野台２丁目

 鈴木 　航平    ちゃん

す ず き  こうへい

Ｈ１３．２．１生まれ　男
栗原中央３丁目

 小池 　麗奈    ちゃん

こ い け  れ な

Ｈ１３．４．６生まれ　女
入谷４丁目
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座間市水道事業　給水実績および給水計画表　　１０月１日人口推計による（平成１２年度まで実績値）

計利息未償還元金借入額借入先

２，３４４，５５５６６１，４４５１，６８３，１１０２，６５４，５００財　務　省
財政融資部

１，４８８，９４４４０７，５７８１，０８１，３６６１，８０８，５００公 営 企 業
金 融 公 庫

３，８３３，４９９１，０６９，０２３２，７６４，４７６４，４６３，０００計

平成１２年度末の未償還元金および利息　　　　　　　　　　 単位　千円

１５年度１４年度１３年度１２年度１１年度単位区分　　　 　 　 年度

１３０，３８４１２９，０７５１２７，７６６１２５，６８３１２５，１４８人行政区域内人口

１２９，８１５１２８，５０６１２７，１９７１２５，２２４１２４，６５４人給　水　人　口

５２，７３８５１，８４６５０，９５１４９，５７５４８，３２３戸給　水　戸　数

４１，８１１４１，６４１４１，４８２４０，６２７４０，１９８ｍ３１日平均給水量

４８，０５９４７，８６３４７，６８０４６，２２０４６，７１０ｍ３１日最大給水量

９７.００９７.９０９７.００９７.００９７.９０％有　　収　　率

工事費（千円）工　事　内　容工　事　場　所工　事　名

２０３，４６０配水池耐震改良工事入谷４－３０６４第１配水場３号池耐震改良
工事

６０，５３１有機塩素化合物除去
装置改修工事東原１－１－１第２配水場有機塩素化合物

除去装置改修工事

１５，６２４配水ポンプ更新工事入谷４－３０６４第１配水場立野台系１，２
号配水ポンプほか更新工事

５３，７１４電気設備改良工事座間１－２０３６ほか深井戸５号井電気設備ほか
改良工事

１３，９５５ダクタイル鋳鉄管
φ１５０延長１５５．９ｍ相武台４－４５１９－２市道５号線ほか配水管布設

替工事

平成１２年度中の主な工事

１５年度財計額１４年度財計額１３年度予算額１２年度決算額区分　　　　　 年度

２，１６１，３６８２，０８４，４５１２，１４８，４３２１，８９２，０２７収益的収入
（Ａ）

２，１６９，７０７２，１１７，１８３２，１２１，９３８１，６０２，９９９収益的支出
（Ｂ）

△８，３３９△３２，７３２２６，４９４２８９，０２８当年度損益
（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

１０３，０２２１０２，９０６７６，９９７２３６，４０８資本的収入
（Ｄ）

１，１１２，５７９１，１４８，６２５９６２，６９０８２５，０７６資本的支出
（Ｅ）

△１，００９，５５７△１，０４５，７１９△８８５，６９３△５８８，６６８資本的収支財源過不足
（Ｄ）－（Ｅ）＝（Ｆ）

６７５，９８８７１３，９６６６４７，９６８５３１，８００当該年度分損益勘定留保資金
（Ｇ）

△３４１，９０８△３６４，４８５△２１１，２３１２３２，１６０当該年度分資金過不足
（Ｃ）＋（Ｆ）＋（Ｇ）＝（Ｈ）

１，９５９，９０４２，３２４，３８９２，５３５，６２０２，３０３，４６０前年度分資金過不足額
（Ｉ）

１，６１７，９９６１，９５９，９０４２，３２４，３８９２，５３５，６２０差引累計資金保有額
（Ｈ）＋（Ｉ）＝（Ｊ）

水道事業新財政計画　（平成１３年度～１５年度財計額）　　　　単位　千円

現行料金実施日３０ｍ３２０ｍ３１０ｍ３

平成１０年４月１日２，８９０１，６５０７６０座間市
平成１３年４月１日４，７１６２，４５６８７６Ａ　市
平成９年４月１日４，２１０２，３９０８９０Ｂ　市
平成９年４月１日４，００５２，１１０７２０Ｃ　市
平成９年４月１日３，８５０２，２５０８５０Ｄ　市
平成９年４月１日２，９１０１，５１０６１０Ｅ　市
平成９年４月１日２，４００１，４５０７００Ｆ　市
平成９年４月１日１，６００１，０００５００Ｇ　市

３，３２３１，８５２７３８平　均

県内各市の水道料金比較（家事用１カ月当たり）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
お
使
い

に
な
っ
て
い
る
水
は
、
市
が
独
自

で
経
営
し
て
い
る
水
道
事
業
に
よ 

っ
て
、
昭
和
三
十
年
か
ら
供
給
し

て
い
る
も
の
で
す
。
本
市
の
水
道

は
、
隣
接
す
る
各
市
が
県
営
水
道

の
給
水
区
域
と
な
っ
て
い
る
中
、

水
源
全
体
の
約
八
五
㌫
を
地
下
水

　

水
道
事
業
は
水
道
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
て
市
が
独
自
に
経
営
す
る
企
業
で
す
。こ
の
た
め
、

会
計
は
水
道
料
金
な
ど
に
よ
る
給
水
事
業
を
行
う
収
益
的
収
支
と
、

施
設
の
整
備
拡
充
な
ど
を
行
う
資
本
的
収
支
の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。

　

平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
は
、
水
道
施
設
に
も

　わたしたち座間市の水道水は、高度な水処理を必要としない地下水

の特性を生かした、極めて自然水に近い水道水です。

　今後も市では、皆さんへのサービスの向上に努めるとともに、安全

で安定した供給を実施していきます。“おいしい座間の水”を将来に

引き継ぐため、豊かな自然環境・水資源を守り育てていきましょう。

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道部業務課

　　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５２）７５１３ 5０４６（２５７）４１５５

　　　　安全で安定した　　　　安全で安定した�
　　　水の供給に向けて　　　水の供給に向けて�
　　　　安全で安定した　　　　安全で安定した�
　　　水の供給に向けて　　　水の供給に向けて�
　　　　安全で安定した�
　　　水の供給に向けて�
特集�特集�

で
、
残
り
一
五
㌫
を
県
営
水
道
か

ら
の
受
水
で
賄
っ
て
お
り
、
地
下

水
を
主
要
な
水
源
と
し
て
市
独
自

で
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
地
下
水
を
取
水
し
て
い
る

井
戸
は
、
浅
井
戸
三
カ
所
、
深
井

戸
五
カ
所
の
計
八
カ
所
で
す
。
ま

た
県
か
ら
の
水
は
、
市
南
部
の
羽

根
沢
受
水
場
（
入
谷
五
丁
目
）
、

東
部
の
第
二
配
水
場
（
東
原
一
丁

目
）
、
北
部
の
相
模
が
丘
配
水
場

（
相
模
が
丘
二
丁
目
）
の
三
カ
所

で
受
水
し
て
い
ま
す
。地
下
水
は
、

塩
素
滅
菌
や
有
機
塩
素
化
合
物
を

除
去
し
た
上
、
第
一
配
水
場
（
入

谷
四
丁
目
）
、
第
二
配
水
場
、
相

模
が
丘
配
水
場
の
三
カ
所
の
配
水

場
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
な
ど
に

配
水
し
て
い
ま
す
。

　

市
水
道
部
で
は
、
常
に
安
心
し

て
水
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、

水
源
の
確
保
、
配
水
管
の
布
設
、

水
源
地
･
配
水
場
や
ポ
ン
プ
の
整

備
、
水
質
の
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
掛

か
る
経
費
は
、
水
を
お
使
い
に
な 

っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

節
水
意
識
の
定
着
や
長
引
く
景

気
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ
て
水
需
要

が
増
加
せ
ず
、
料
金
収
入
は
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
宮
ヶ
瀬
ダ

ム
の
本
格
稼
動
に
伴
い
、
給
水
へ

の
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
受
水
し
て
い
る
県
水

を
宮
ヶ
瀬
系
に
切
り
替
え
た
こ
と

で
受
水
費
が
増
え
、
営
業
経
費
が

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
経
費
増
に

対
応
す
る
た
め
、
業
務
の
効
率
化

の
推
進
、
物
品
な
ど
の
購
入
抑
制

な
ど
の
経
費
節
減
に
努
め
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま

で
の
財
政
計
画
を
策
定
し
、
水
道

事
業
の
安
定
経
営
の
た
め
の
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
二

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
内
容

や
、
水
道
事
業
の
財
政
、
料
金
、

水
質
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
安
全
な
水
道
水
を
供
給

す
る
た
め
、
市
内
に
給
水
し
て
い

る
管
の
末
端
部
（
配
水
池
か
ら
一

番
遠
い
所
）
で
、
毎
日
水
の
色
や

濁
り
、
そ
し
て
消
毒
の
残
留
効
果

に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
配
水

場
な
ど
で
も
常
時
監
視
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

安
全
の
た
め
の
水
質
検
査
に
つ

い
て
は
、
水
道
法
に
基
づ
く
水
質

基
準
で
あ
る
健
康
に
関
す
る
二
十

九
項
目
、
水
道
水
が
有
す
べ
き
性

状
に
関
す
る
十
七
項
目
の
検
査
を

年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
（
下
表

参
照
）
。
表
中
の
「
○
」
は
、
毎

月
検
査
を
実
施
し
て
い
る
項
目
で

す
。
こ
の
表
は
、
平
成
十
二
年
度

の
各
水
源
に
お
け
る
水
質
検
査
の

主
な
項
目
の
平
均
値
で
す
。

　

検
査
項
目
で
一
部
基
準
値
を
上

回
っ
た
も
の
は
、
皆
さ
ん
に
安
全

に
飲
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
処
理

を
し
た
後
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

一
般
細
菌
や
大
腸
菌
群
は
、
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
消
毒

で
死
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
つ
い
て

は
、
第
二
水
源
で
水
質
基
準
値
を

多
少
超
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
水

は
、
有
機
塩
素
化
合
物
除
去
装
置

を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
除
去
後
の

値
は
昨
年
度
平
均
〇
・
〇
〇
三
一

㎎
／
r

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
法
に
基
づ
く
検
査
と
は

別
の
三
十
五
項
目
に
つ
い
て
、
現

在
の
検
出
状
況
で
は
極
め
て
低
い

レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
視

の
た
め
の
検
査
を
県
の
検
査
機
関

に
よ
り
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
に
つ
い

て
は
、
一
昨
年
か
ら
市
独
自
で
専

門
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
実
施
を

続
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
監
視
項

目
に
つ
い
て
は
、
全
て
指
針
値
を

越
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
と
お
り
配
水
時
の
水
質

は
、
全
項
目
に
お
い
て
基
準
値
を

超
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
残
留
塩
素
濃
度
は
、
市
内
の

給
水
管
末
端
部
で
〇
・
二
〜
〇
・

四
㎎
／
r
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
座
間
の
水
を
守
り
育
て

お
い
し
い
座
間
の
水
を
守
り
育
て�

お
い
し
い
座
間
の
水
を
守
り
育
て

お
い
し
い
座
間
の
水
を
守
り
育
て�

お
い
し
い
座
間
の
水
を
守
り
育
て�

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
被
災
直

後
の
断
水
は
神
戸
市
、
西
宮
市
、

芦
屋
市
の
ほ
ぼ
全
域
約
百
三
十
万

戸
に
及
び
、
施
設
の
仮
復
旧
が
完

了
す
る
に
は
約
三
カ
月
を
要
し
ま

し
た
。

　

こ
の
震
災
を
契
機
に
、
大
規
模

地
震
を
想
定
し
た
水
道
施
設
の
耐

震
基
準
・
工
法
が
見
直
さ
れ
、
本

市
も
市
内
配
水
場
の
各
配
水
池
に

つ
い
て
耐
震
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
補
強
が
必
要
な
施

設
に
つ
い
て
耐
震
化
計
画
を
立
て
、

平
成
十
年
度
に
四
ッ
谷
配
水
管
理

所
の
耐
震
化
工
事
、
平
成
十
二
年

度
に
は
第
一
配
水
場
三
号
池
（
池

の
内
部
・
写
真
参
照
）
の
耐
震
改

良
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
一
配
水
場
は
、
市
内
全

配
水
量
の
約
六
五
・
〇
㌫
を
占
め

る
重
要
な
水
道
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
耐
震
工
事
の
竣
工
に
よ
り

災
害
時
の
水
の
供
給
に
大
き
く
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
も
引
き
続
き
第

二
配
水
場
一
号
池
の
耐
震
改
良
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
補
強

が
必
要
な
そ
の
他
の
配
水
池
に
も
、

順
次
耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

水
道
は
普
及
率
が
九
九
・
七
㌫

を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
さ
れ
、
生
活
や
社
会

経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
基
盤
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
近
年
の

社
会
経
済
状
況
や
水
需
要
の
動
向

な
ど
、
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
地

下
水
の
保
全
お
よ
び
安
定
供
給
を

す
る
た
め
に
、
過
去
の
実
績
や
計

画
を
踏
ま
え
、
「
給
水
実
績
お
よ

び
給
水
計
画
表
」
（
下
表
参
照
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
部
を
説
明
し
ま
す
と
、
給
水

人
口
、
有
収
水
量（
給
水
量
）は
、

わ
ず
か
で
す
が
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
水
の

需
要
計
画
、
予
測
に
つ
い
て
は
市

民
の
皆
さ
ん
に
直
結
す
る
関
心
事

で
す
の
で
、
十
分
に
精
査
し
安
定

供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
・
渇
水
な
ど
の
災

害
時
に
も
絶
え
る
こ
と
な
く
給
水

が
で
き
る
よ
う
、
防
災
担
当
と
も

協
議
し
な
が
ら
非
常
用
飲
料
貯
水

槽
を
設
置
し
、一
人
一
日
三
㍑
で

三
日
分
の
飲
料
水
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
災
害
に

強
い
水
道
づ
く
り
の
推
進
や
、
信

頼
性
の
高
い
水
道
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
道
経
営
は
、
地
方
公
営
企
業

法
に
よ
り
常
に
企
業
の
経
済
性
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
本
来

の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
の
増

進
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
法
に
お
い
て
は
、

清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供

給
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
域
に
お

け
る
公
益
独
占
事
業
体
と
し
て
の

水
道
に
は
、
法
律
に
よ
り
公
正
妥

当
な
料
金
の
設
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

現
行
の
水
道
料
金
は
、
平
成
九

年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の

前
期
水
道
事
業
財
政
計
画
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
平
成
十
一
年
度
か

ら
宮
ケ
瀬
系
の
県
水
受
水
費
に
切

り
替
わ
っ
た
こ
と
で
の
受
水
費
増

を
前
提
と
し
て
お
り
、
水
道
を
お

使
い
の
皆
さ
ん
に
期
間
内
に
必
要

と
な
る
業
務
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
十
年
四
月
に

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
料
金
体

系
を
適
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
料
金
を
県
内
の
水
道
事
業

体
と
比
較
す
る
と
右
下
表
の
と
お

　

ダ
ム
工
事
で
遅
れ
て
い
た
宮
ケ

瀬
系
県
水
の
受
水
が
、
本
格
稼
動

を
開
始
し
た
本
年
度
か
ら
と
な
っ

た
た
め
、
昨
年
度
七
千
八
百
二
十

四
万
九
千
円
で
あ
っ
た
受
水
費
が
、

三
億
五
千
三
百
六
十
五
万
二
千
円

に
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成

十
五
年
度
ま
で
三
カ
年
の
財
政
計

画
に
つ
い
て
右
下
表
に
表
し
ま
し

た
。
表
中
、
収
益
的
収
入
･
支
出

と
は
、
経
常
的
な
経
営
に
伴
っ
て

発
生
す
る
損
益
計
算
で
す
。
資
本

的
収
入
･
支
出
と
は
、
負
担
金
、

企
業
債
な
ど
の
収
入
と
施
設
の
建

設
改
良
、
企
業
債
の
償
還
な
ど
の

支
出
を
い
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
伸
び
悩
み
や
、
宮

ケ
瀬
系
の
県
水
受
水
費
の
増
額
な

ど
に
よ
り
、
損
失
が
見
込
ま
れ
る

年
度
も
あ
り
ま
す
が
、
業
務
の
合

理
化
な
ど
に
よ
る
経
費
の
節
減
や
、

前
年
度
ま
で
の
利
益
の
積
み
上
げ

で
あ
る
累
積
資
金
か
ら
不
足
分
を

補
て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

運
営
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の

　

今
後
の

財
政
計
画

　

財
政
計
画

　

収
益
的
収
支
の
決
算
は
、
左
下

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
合
計
は
、
十
八
億
九
千

二
百
二
万
七
千
円
。
内
訳
は
、
水

道
料
金
が
全
体
の
九
二
・
八
㌫
を

その他�
3，110万5千円�
1.9％� 資産減耗費�

2，374万2千円�
1.5％�
支払利息�
1億4，305万8千円�
8.9％�

受託料�
7，036万2千円�
3.7％�

雑収益�
3，678万7千円�
1.9％�

一般給水工事収益�
1，846万3千円�
1.0％�

預金利息�
674万1千円�
0.4％�

その他�
358万7千円�
0.2％�

総係費�
2億7，997万4千円�
17.5％�

減価償却費�
5億1，058万1千円�
31.9％�

水道料金�
17億5，608万7千円�
92.8％�

原水浄水配水及び給水費�
6億1，453万9千円�
38.3％�

支出�
16億299万9千円�

収入�
18億9，202万7千円�

収益的収支決算� 占
め
、次
い
で
受
託
料
、雑
収
益
、

一
般
給
水
工
事
収
益
、
預
金
利
息

と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
収
入
を

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
二
千
四

十
二
万
八
千
円
、
一
・
一
㌫
の
微

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
の
合
計
は
、
十
六
億
二
百

九
十
九
万
九
千
円
。
内
訳
は
、
原

水
浄
水
配
水
及
び
給
水
費
（
地
下

水
を
く
み
あ
げ
家
庭
に
送
る
費
用
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
減
価
償
却

費
、
総
係
費
（
企
業
を
管
理
す
る

費
用
）
な
ど
と
続
い
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
三
千
二

百
十
一
万
円
、
二
・
〇
㌫
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原
水
浄

水
配
水
及
び
給
水
費
や
支
払
利
息

な
ど
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

資
本
的
収
支
の
決
算

メーター費�
795万4千円�
0.9％�

補助金�
586万4千円�
2.5％�

工事負担金�
7，484万6千円�
31.7％�

固定資産売却代金�
148千円�
0.1％�

企業債償還金�
1億3，586万9千円�
16.5％�

配水設備工事費�
6億8，125万3千円�
82.6％�水源開発費等負担金�

1億5，555万円�
65.7％�

支出�
8億2，507万6千円�

収入�
2億3，640万8千円�

資本的収支決算�

　

資
本
的
収
支
の
決
算
は
、
左
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
合
計
は
、
二
億
三
千
六

百
四
十
万
八
千
円
。
内
容
は
、
負

担
金
と
補
助
金
な
ど
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
四
千
八
百
六
十
五

万
五
千
円
、
一
七
・
一
㌫
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

支
出
の
合
計
は
、
八
億
二
千
五

百
七
万
六
千
円
で
、
配
水
設
備
工

事
費
が
全
体
の
八
二
・
六
㌫
を
占

め
、
次
い
で
企
業
債
償
還
金
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
七
千
四
百
三
十
五
万
四

千
円
、
八
・
三
㌫
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
配
水
設
備
工
事

費
の
工
事
請
負
費
の
減
少
な
ど
が

主
な
原
因
で
す
。

　

収
入
が
支
出
に
対
し
て
不
足
す

る
額
、
五
億
八
千
八
百
六
十
六
万

八
千
円
に
つ
い
て
は
、
減
債
積
立

金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
債
の
未
償
還
元
金

お
よ
び
利
息
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
納
付
額
は
、
三
千
七
百
四
十

一
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○給水申込届＝水の使用を始めるとき
○給水の中止 ･廃止届＝引っ越しなどで水道の使用
　を取り止めるときは，お早め（４～５日前）にご
　連絡ください。その日までの使用水量で料金を精
　算します。
※連絡がない場合は，基本料金をいただくことにな
りますので必ずご連絡ください。
★届け出・問い合わせは水栓番号で
　水道への届け出 ･問い合わせは、用件と玄関など
に張り付けてある水栓番号を一緒に連絡してくださ
い。
担当　　　　　　　　　　　　　　　水道部業務課
　　　　　　　　　1０４６（２５２）７４８０  5０４６（２５７）４１５５

　

先
の
九
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
十
二
年
度
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く

決
算
額
は
、
収
入
総
額
二
十
一
億
二
千
八
百
四
十
三
万
五
千
円
、

支
出
総
額
二
十
四
億
二
千
八
百
七
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
事
業
の
概
要
と
収
支
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
本
文
中
の
金
額
は
、
千
円
未
満
四
捨
五
入
で
表
示
し

て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
年
間

給
水
量
は
、
千
四
百
四
十
六
万
四

千
三
十
六
立
方
㍍
。
年
度
末
給
水

人
口
は
、
十
二
万
四
千
七
百
三
十

三
人
（
普
及
率
九
九
・
七
㌫
）で
、

使
用
者
一
人
に
つ
き
一
日
平
均
三

百
十
八
㍑
の
水
道
水
を
供
給
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
地
下
水
の
状
況
で
す

が
、
平
成
十
二
年
六
月
八
日
に
相

模
が
丘
の
カ
ー
サ
相
模
台
に
あ
る

Ａ
・
１
号
地
下
水
位
観
測
用
井
戸

で
マ
イ
ナ
ス
二
〇
･
四
九
㍍
の
最

低
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

水
位
も
上
昇
し
安
心
で
き
る
水
準

で
推
移
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
配
水
管

の
石
綿
管
か
ら
鋳
鉄
管
へ
の
布
設

替
な
ど
を
四
千
六
百
六
十
九
・
六

㍍
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
石

綿
管
五
千
五
百
八
十
・
六
㍍
を
除

去
し
、
石
綿
管
の
残
延
長
は
三
千

七
百
九
十
六
・
六
㍍
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
の
整
備
工
事
で
は
、
第

一
配
水
場
三
号
池
の
耐
震
改
良
な

ど
の
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

生
活
に
不
可
欠
な
安
全
で
安
定
し

た
水
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

企
業
会
計
と
し
て
の
経
営
感
覚
を

持
ち
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

給水原価の内訳� 給水原価と供給単価�
109円70銭（1立方㍍当たり）�

減価償却費35円30銭（32.18％）�

支払利息　　9円90銭　（9.02％）�

給与費　　20円04銭（18.27％）�

動力費　　　7円51銭　（6.85％）�

修繕費　　　9円71銭　（8.85％）�

受水費　　　5円41銭　（4.93％）�

委託料　　11円67銭（10.64％）�

その他　　10円16銭　（9.26％）�
平成8 9 10 11 12（年度）�

95

100

105

110

115

120

125
（円）�

給水原価�
供給単価�

104.85

104.22

119.57 112.53

109.70

112.44
113.16

119.81

121.36 121.41

　地下水（一部県より受水）をくみあげ、皆さんの
家庭に水を送るまでの生産コストを給水原価といい
ます。また、水を供給したときの販売価格を供給単
価といいます。この二つは、水道事業会計の経営に
大きな影響を持っており、経営状況を判断する上で
の目安となります。 
　給水原価は、１立方㍍当たり１０９円７０銭（内訳は
グラフ）、供給単価は１２１円４１銭で、給水原価と供給
単価の差額は１１円７１銭でした。

座
間
市
の
市
営
水
道
は

座
間
市
の
市
営
水
道
は

飲
料
水
の
水
質
は

飲
料
水
の
水
質
は

災
害
に
強
い
施
設
を

災
害
に
強
い
施
設
を

水
道
料
金
と
財
政
計
画

水
道
料
金
と
財
政
計
画

収
益
的
収
支
の
決
算

水道のいろいろな届け出

り
で
す
。

水
の
需
要
計
画

水
の
需
要
計
画

深　井　戸第３水源第２水源第１水源採　水　場　所

７号井５号井４号井３号井１号井処理後処理前処理後処理前水質基準
及び単位検査項目

２４３３３１００２００１００個／p○一般細菌
３回検出不検出不検出５回検出１回検出不検出不検出３回検出不検出不検出検出されないこと○大腸菌群

７.８２.５５.０２.９３.９７.２８.５８.１８.６８.３１０　㎎／r○硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

０.０２７２０.０００３＜０.０００１＜０.０００１＜０.０００１０.００３２０.００３１０.０３４０.００１２０.０２５０．０３　　〃○トリクロロエチレン

＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３＜　０.０３０．３　　　〃 ○鉄

１３.７１３.９２７.８１７.６３２.８２４.６１４.５１３.３１５.５１４.１２００　　　〃○塩素イオン

１１８１３５１５０１４７１３９１４５１２１１２６１１９１２６３００　　　〃○カルシウム，マグネシウム等（硬度）

０.８０.９１.００.８０.９０.５０.９０.５０.９０.４１０　　　〃○有機物等（過 ﾏﾝｶﾞﾝ 酸 ｶﾘｳﾑ 消費量）

６.８６.８６.７６.８６.７６.８７.５６.８７.６６.８５．８～８．６○ＰＨ値

異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常でないこと○味

異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし異常なし〃○臭気

＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １＜　　 １５度○色度

＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１２度○濁度

不検出不検出不検出不検出不検出不検出不検出不検出不検出不検出水管指標○アンモニア性窒素

＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１＜　  ０.１０.３７＜　  ０.１＜　  ０.１０.２５０.３５０．１ｍｇ／r以上○残留塩素

０００００００００個／２０rクリプトスポリジウム
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この清らかな水をわたしたちの子孫に引き継いでいきたい
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ふれあいイベント写真コンテスト

市統計グラフコンクール入賞作品展

あくしゅキャラバン
「主人・家内」これってへんかな？

　ざま男女共同参画プラン推進協議会

では、市内５カ所を巡りミニフォーラ

ムを開催します。潜在化している男女

の問題などについて語り合ってみませ

んか。

○と　き　①１１月２０日午後１時３０分～

　３時３０分②２４日午後６時３０分～８時

　３０分③２７日午後７時～９時④３０日午

　前１０時～正午⑤１２月１日午後１時３０

　分～３時３０分

○ところ　①東地区文化センター②相

　武台コミュニティセンター③北地区

もくせいコンサート

　市制施行３０周年を記念して写真コン

テスト作品を募集します。

○応募期間　１１月２６日～１２月２５日

○賞　最優秀賞１人および優秀賞４人

　に賞状、トロフィー、記念品、賞金

　を贈呈。入賞４０人に賞状、記念品を

　贈呈。応募者全員に参加賞を贈呈

○撮影対象　市内の行事「緑化まつり」

　「大凧まつり」「ひまわり畑」「市民

　ふるさとまつり」

○応募点数　一人４点まで（複数のイ

　ベント作品可）

○作品仕様　四つ切（ワイド可）のカ

　ラー単写真でプリント仕上げ

○応募方法　直接または郵送で〒２２８

　－８５６６市役所企画政策課へ

※応募票は市役所および各イベント会

場、市内カメラ取扱店、市内金融機関

などに配置しています。

担当　　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　１１月２１日～２９日午前８時３０

　分～午後５時（土曜・日曜日、祝日

　を除く）

○ところ　市役所１階市民ホール

○内　容　同コンクール小・中学生の

　部入賞作品の展示

担当　　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　１１月３０日午後１時３０分～３

　時３０分

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）大会議室

○講　師　（財）日本薬剤師研修センタ 

　ー事業部長　久保鈴子さん

○対　象　市内在住者

○定　員　５０人（先着順）

○申込方法　直接または電話かファク

　スで担当へ

担当　　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８１５８ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、介護保険料が第１段階（生

活保護受給者を除く）および第２段階

の方のうち、生活が著しく困難と認め

られた方の介護保険料を減額します。

　減額の対象となる方は、平成１２年中

の収入が「生活保護基準以下」である

ことなど、いくつかの減額要件に該当

することが必要です。１１月分からの減

額を申請する方は、１１月２２日までに申

請してください。

　減額申請は１２月以降も毎月受け付け

ています。減額の要件・内容など詳し

くは、担当へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７７１９ 5０４６（２５２）７０４３

◆ミトンクマさんを作ろう！

○と　き　１１月２７日午前１０時～正午

○内　容　手袋人形を作り、その人形

　を使って演技指導を受ける

○講　師　保育と人形の会主宰　高田

　千鶴子さん

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２０人（先着順）

○参加費　１０００円（材料代）

○持ち物　裁縫道具

○保　育　あり

○申込方法　１１月２２日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

「正しく薬を使っていただくために」
をテーマに講座を開催

　文化センター④市公民館⑤東原コミ

　ュニティセンター

○内　容　フリーディスカッション、

　ビデオ「見えていますか？家庭の中

　の男女平等」（松金よね子主演）上

　映（コーヒー・菓子付き）

○入　場　自由

○保　育　あり（無料、当日会場で受

　け付け）

担当　　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８４８３ 5０４６（２５５）３５５０

介護保険料の減額申請を
受け付けています

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

普通救命講習会

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

　知的障害者通所更生施設「市立もく

せい園」では、地域交流の一環として

一流の音楽家を招き、生の演奏を楽し

むコンサートを開催します。

○と　き　１１月３０日午後１時３０分～

　（午後１時開場）

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）小ホール

○内　容　フルートとピアノ演奏

○曲　目　星に願いを、いつも何度で

　も、さんぽほか

○入場料　無料

担当　　　　　　　　　　もくせい園

1０４６（２５３）０８０４ 5０４６（２５４）７７１７

○と　き　１１月２７日午前９時～正午

　（午前８時５０分～受け付け）

○ところ　市民体育館（スカイアリ－

　ナ座間）ミ－ティングル－ム

○内　容　応急手当の重要性、心臓マ

　ッサ－ジ、人工呼吸法の習得ほか

○持ち物　筆記用具

○定　員　３０人（先着順）

○申込方法　電話で担当へ

担当　　　　　　　　　消防署管理室

1０４６（２５６）２２１１内線３３２～３

検察審査員に選ばれたらご協力を

　交通事故や詐欺などの被害に遭った

のに、検察官がその事件を裁判にかけ

てくれない。そんな不満のある方のた

めに「検察審査会」があります。費用

は無料で秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。

　検察審査会では、１１人の審査員が一

つの事件の審査に当たります。審査員

は選挙権のある皆さんの中から、各市

の選挙委員会により「くじ」で選ばれ

ます。あなたも審査員に選ばれること

があるかもしれませんので、選ばれた

ときには国民の代表として、この仕事

へのご協力をお願いします。

　なお、検察審査会制度を説明したビ

デオを無料で貸し出していますので、

横浜検察審査会事務局1０４５（６６２）６４１６

までお問い合わせください。

担当　　　　　選挙管理委員会事務局

1０４６（２５２）８４８１ 5０４６（２５２）８５３２

家庭教育研究集会～まず、親が、
そして大人が、社会が変わろう～

○と　き　１１月２１日午前１０時～正午

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）３階多目的室

○内　容　「子どもは、親や社会の鏡」

　をテーマに、人とのコミュニケーシ 

　ョンの取り方をワークショップ形式

　で学ぶ

○講　師　ＥＲＩＣ国際理解教育セン

　ター事務局長　角田尚子さん

○参加費　無料

○保　育　あり（要予約）

○申込方法　１１月１９日までに直接また

　は電話かファクスで担当へ

担当　　　　　　　　　　生涯学習課 

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

こころの育児サロン
～ひとりで悩まないで～

○と　き　１１月２２日午前１０時～１１時３０

　分

○ところ　東原コミュニティセンター

　和室

○内　容　①楽しく子育て②たっぷり

　遊んで、食べて、眠るシンプル子育

　て③友達やネットワークづくり④わ

　らべ唄でスキンシップ⑤育児相談

○対　象　１０カ月～１歳２カ月児とそ

　の親

○定　員　２０組（先着順）

○講　師　マッコー保育園園長　藍原

　益子さん

○申込方法　電話かファクスで担当へ

担当　　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

○と　き　１１月２４日午後２時～４時３０

　分（午後１時３０分～受け付け）

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）小ホール

○テーマ　広げよう地域へ　家庭が育

　てる心の和

○内　容　中学生の主張コンクール入

　選者発表、記念講演ほか

○主　催　市青少年問題協議会

担当　　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

第２５回市青少年健全育成大会

　子どもの豊かな成長と母親の子育て

を地域で支援していくためのボランィ

ア講座を開催します。

○と　き　１２月７日、１２日、１４日午前

　１０時～正午（全３回）

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）２階会議室

○内　容　「昔と今の子育ての変化、子

　どもの変化」「保護者への接し方、子

　どもへのかかわり方」ほか

子育て支援ボランティア講座

○対　象　市内在住者

○定　員　２０人（先着順）

○申込方法　直接または電話で担当へ

担当　市社会福祉協議会ボランティア

　　　センター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

にこにこフェスティバル
ボランティア募集

○と　き　１２月９日午前８時３０分～午

　後４時

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）

○内　容　第１回にこにこフェスティ

　バルの会場準備などの手伝い

○申込方法　１１月２６日までに電話また

　はファクスで担当へ

○説明会　１２月２日午後３時～総合福

　祉センターにて開催

担当　市障害者団体連合会事務局（市

　　　社会福祉協議会内）

1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

市内の交通事故件数

平成１３年１月１日～１０月３１日

（物件事故を含まず）

負傷者死者件数
９７１　２７７８１３年
９２０　５７９３１２年
＋５１－３－１５増減

◆ひがし子ども映画会

○と　き　１１月１７日午後２時～３時

○内　容　「ファーザークリスマス」

　「ランボーのあぶないいたずら」「ク

　リスマスのおくりもの」

○対　象　幼児～小学生（幼児は保護

　者同伴）

○参加費　無料

○申込方法　当日直接会場へ

◆庭木の楽しみ方

　お正月を迎える庭木の手入れ

○と　き　①１２月２日②９日午後１時

　３０分～３時３０分（全２回）

○内　容　①地域と調和のある庭づく
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◆木版画でクリスマスカードや年賀状

　を作りましょう

○と　き　１２月８日、９日午後１時３０

　分～４時（全２回）

○内　容　自分で描いた絵を版木に彫

　り、１枚１枚色をのせて自分だけの

　クリスマスカードや年賀状を作る

○講　師　きつつき版画倶楽部の皆さ

　ん

○対　象　小学生（保護者の参加可）

○定　員　１５人（先着順）

○持ち物　彫刻刀、古歯ブラシまたは

　古筆、小皿、ぞうきん、タオル

○参加費　５００円（版木材料代）

○申込方法　１１月２８日までに直接また

　は電話で同センターへ

○ボーイスカウト座間第３団団員募集

　説明会

▽とき＝１２月２日午後２時～４時▽と

ころ＝東地区文化センター▽対象＝栗

原・中原・東原・ひばりが丘・旭小学

校区の幼稚・保育園年長～小学４年生

▽問い合わせ先＝1０４６（２５１）２３７０（鈴

木）

みんなの広場�

サークル会員募集�

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

　り（なぜ庭をつくるのか、手入れ以

　外にきれいに保つ方法、よく見受け

　る庭木の手入れと管理のポイントほ

　か）②植木の悩み相談と作業実習（庭

　づくりのポイント、植木の悩み相談、

　冬の手入れと防寒の実習）

○講　師　鈴野緑地土木（株）　鈴野孝

　幸さん

○定　員　２５人（先着順）

○参加費　無料

○申込方法　１１月２９日までに電話また

　はファクスで同センターへ

○緑交響楽団第２８回定期演奏会

▽とき＝１１月１８日午後２時～（午後１

時３０分開場）▽ところ＝市民文化会館

大ホール▽曲目＝ベートーヴェン／交

響曲第３番「英雄」、チャイコフスキ 

ー／くるみ割り人形組曲ほか▽入場料

＝１０００円（高校生以下無料）▽申込方

法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先＝

1０４６（２５１）９４４５（冨原）

○「緑の家」バザーを開催

▽とき＝１１月２３日午前１１時～午後１時

▽ところ＝京浜運輸（株）倉庫（東原２

－４－２１）▽内容＝模擬店、自主製品

販売、日用品バザーほか（バザー用品

のご協力をお願いします）▽問い合わ

せ先＝障害者地域作業所「緑の家」1

０４６（２５７）３５３９（杉）
○司法書士による成年後見制度の講演 

　・相談会

▽とき＝１１月１８日午後１時３０分～４時

▽ところ＝新田宿・四ツ谷コミュニテ 

ィセンター▽定員＝５０人（先着順）▽

参加費＝無料▽申込方法＝当日直接会

場へ▽問い合わせ先＝司法書士による

成年後見制度普及ボランティアの会1 

０４２（７７０）９９２５（斉藤）

○はじめての編物無料講習会

▽とき＝１１月２２日、２９日午後１時～３

時３０分▽ところ＝立野台コミュニティ

センター▽内容＝棒編みでルームカバ 

ーを作る▽定員＝１５人（先着順）▽申

込方法＝午後６時以降に電話で1０４６

（２５３）１２０５（内海）へ

○ザマ・スキーフェスティバル

▽とき＝１２月２日午後６時４５分～９時

３０分▽ところ＝市民文化会館小ホール

▽内容＝スキー映画上映、スキー用品

などが当たる抽選会（抽選券１枚５００

円、当日会場で受け付け）▽対象＝ど

なたでも▽問い合わせ先＝市スキー協

会1０４６（２５３）９９８３（星野）

○作品展示会とバザーを開催

▽とき＝１１月２３日午前１０時～午後３時

▽ところ＝特別養護老人ホームベルホ 

ーム▽内容＝作品展示会、バザー、模

擬店、喫茶コーナー（午前１１時～午後

２時）▽問い合わせ先＝同ホーム1０４６

（２５８）２０２０（川原、藤原）

○米作り収穫祭

▽とき＝１１月２５日午前１０時～午後２時

▽ところ＝県立座間谷戸山公園里山体

験館周辺▽内容＝もちつき、作品展、

お菓子釣り、おはやし、野点、ネイチ 

ャーゲーム、自然観察会、自然観察ク

イズラリー、野鳥観察ガイド、たき火

料理（バウムクーヘン、ピッツア、焼

き芋）、間伐材工作（コースター、鍋敷

き）、谷戸山写真展▽問い合わせ先＝

同公園管理事務所1０４６（２５７）８３８８
○第４回栗の実保育園造形展

▽とき＝１２月１日、２日午前９時３０分

～午後３時▽ところ＝同園（東原１－

６－３０）▽テーマ＝星の世界▽内容＝

室内外を最大限利用した大規模な造形

展▽入場料＝無料▽問い合わせ先＝同

園1０４６（２５４）１９２９

◆座間小バレー

▽とき＝毎週火曜・金曜日午後８時～

１０時▽ところ＝西中体育館▽内容＝９

人制のママさんバレーボールを楽しむ

▽会費＝月額１０００円▽連絡先＝1０４６

（２５７）６５５８（藤ノ木）

○スペシャリストへの道（体験編）

▽とき＝①１１月２３日、２４日②１２月８日、

９日③１２月１５日、１６日いずれも一泊二

日▽ところ＝県立清川青少年の家▽内

容＝①プロ・ナチュラリストによる野

遊び入門②バードウオッチング指導者

になるための初心者講座③宮ヶ瀬湖で

カヌーとバードウオッチング▽対象＝

地域指導者・育成者、成人▽定員＝２０

人▽参加費＝各回１５８６円▽申込方法＝

①１１月１６日②１２月１日③１２月８日まで

に同青少年の家1０４６（２８８）２３１９へ（月

曜日休所）
○桂川・相模川流域シンポジウムと交

　流会

▽とき＝１１月１８日午前１０時～午後４時

▽ところ＝相模湖交流センターとその

周辺▽内容＝県民の貴重な水源である

相模湖の今昔からごみ問題までを取り

上げた講演と意見交換、カヌー体験、

湖上視察などの交流会▽問い合わせ先

＝県大気水質課1０４５（２１０）４１２７

○自然教室「森のステンドグラスを作

　る」

▽とき＝１２月２日午前１０時～午後３時

▽ところ＝県立宮ヶ瀬ビジターセンタ 

ー▽内容＝落ち葉を透明な板に張り、

美しいステンドグラスを作る▽対象＝

小学生以上▽定員＝３０人（多数抽選）

▽参加費＝７００円（保険・材料代）▽申

込方法＝往復はがきに行事名、参加者

全員の氏名・年齢・住所・電話番号を

記入の上、１１月２２日（必着）までに〒

２４３－０１１１清川村宮ヶ瀬９４０－１５同セン

ターあて郵送▽問い合わせ先＝同セン

ター1０４６（２８８）１３７３

◆ざま弦楽アンサンブル

▽とき＝毎月２回日曜日午前９時３０分

～午後１時▽ところ＝北地区文化セン

○相模野女声合唱団公開練習

▽とき＝１１月２１日午前１０時～正午▽と

ころ＝相模原市大野南公民館▽曲目＝

唱歌の四季ほか▽参加費＝無料▽問い

合わせ先＝1０４２（７４２）８５７１（今井）

◆ざまハーモニカドレミの会

▽とき＝毎月第３日曜日午前１０時～正

午▽ところ＝青少年センター▽内容＝

ハーモニカの練習▽対象＝小学生～大

人（初心者歓迎）▽会費＝月額１０００円

（中学生以下５００円）▽連絡先＝1０４６

（２５３）７６９９（岡）

◆スポーツチャンバラ道場

▽とき＝毎週火曜・金曜日午後８時～

９時３０分▽ところ＝相模が丘５－５－

８エスターシティビル▽対象＝護身用

に身に着けたい中学生以上の方▽会費

＝月額２０００円（入会金２０００円）▽連絡

先＝1０４２（７４１）７４４４（山本）

◆地域ふれあい基金へ

▽２０万円＝（株）赤原製作所▽９万１３２０

円＝（社）神奈川県宅地建物取引業協会

相模南支部事務局支部長有山晴夫▽３０

万円＝三蔵商事（株）▽タオル１８０枚＝

（財）日本公衆電話会熊切義和
◆市へ

▽車いす１０台＝座間ロータリークラブ

▽油絵３点＝緑ヶ丘・市川リウ
○座間吹奏楽愛好会第２２回定期演奏会

▽とき＝１２月１日午後５時３０分～▽と

◆座間男声合唱団

▽とき＝毎週日曜日午後６時～８時▽

ところ＝東地区文化センター▽内容＝

だれもが知っている曲を中心に歌う（体

験入団歓迎）▽対象＝男性▽会費＝月

額３０００円▽連絡先＝1０４６（２５３）４６９１

（末光）

○第２回Ｒｉｎｇ　Ｒｉｎｇ　Ｒｉｎ

　ｇｅｒｓハンドベルコンサート

▽とき＝１１月１８日午後２時３０分～▽と

ころ＝相模原南市民ホール▽曲目＝ハ

レルヤ、オペラ座の怪人、クリスマス

ソングほか▽定員＝４００人（先着順）▽

入場料＝無料▽申込方法＝当日直接会

場へ▽問い合わせ先＝1０４６（２８５）１６４６

（米田）

◆アンサンブル・ポストゥレ「独唱、

　合唱、カラオケのためのヴォイス・

　トレーニング１２カ月講座」

▽とき＝毎月２回隔週木曜日午前１０時

１５分～１１時４５分▽ところ＝青少年セン

ター▽内容＝クラシック曲を中心に歌

うグループとポピュラー曲を中心に歌

うグループに分かれて、発声を基礎か

ら学ぶ（１１月８日から開講しているた

め途中入会になります）▽定員＝各コ 

ース１０人▽会費＝月額２５００円（入会金

１５００円）▽連絡先＝1０４６（２５５）６４６５

（佐藤）

ころ＝市民文化会館大ホール▽曲目＝

ダンス・ムーブメント、エルカミーノ 

・レアル、クリスマスソングほか▽入

場料＝４００円（当日券あり）▽問い合わ

せ先＝ 1０４６（２６６）２５５０（山本）

世紀の調和ある発展の条件」をテーマ

にした講演とパネル討論▽定員＝３００

人▽入場料＝無料▽参加方法＝当日直

接会場へ▽問い合わせ先＝同大学大学

院医療系研究科1０４２（７７８）９８５３

ターほか▽内容＝ヴァイオリン、ビオ

ラ、チェロの団員募集▽会費＝月額１０００

円（入会金１０００円）▽連絡先＝1０４６（２５１）

３８５０（平尾）

○ＺＡＭＡビッグバンドジャズオーケ

　ストラ結成４周年コンサート

▽とき＝１１月２３日午後２時～４時３０分

（午後１時３０分開場）▽ところ＝市民

文化会館小ホール▽入場料＝１０００円（全

席自由、市民文化会館にてチケット販

売）▽ゲスト＝作・編曲家、Ｔｓ奏者

山田壮晃さん▽問い合わせ先＝1０４６

（２５４）１３２８（清水）
○ちょっと早いクリスマスダンスパー

　ティー

▽とき＝１１月２５日午後１時～５時▽と

ころ＝北地区文化センター▽参加費＝

７００円▽申込方法＝当日直接会場へ▽

問い合わせ先＝北文ダンス愛好会1０４２

（７４２）３３６７（澁谷）

○合気道初心者無料講習会

▽とき＝１２月２日、８日いずれも①午

前９時３０分～②午前１０時３０分～▽とこ

ろ＝市民体育館▽対象＝①４歳～小学

６年生②中学１年生以上▽持ち物＝ひ

じ・ひざの隠れるトレーニングウェア

または柔道着、タオル▽問い合わせ先

＝座間合気道会1０４２（７７８）２２８０（諏訪）

○座間市民の川柳の集い

▽とき＝１２月１６日午後１時～▽ところ

＝市公民館▽内容＝会員と一般の方に

よる川柳句会およびＮＨＫ学園講師大

木俊秀さんによる川柳講座（見学、当

日参加可）▽句題＝口実、欲、やりく

り（各題２句ずつ当日提出）▽参加費

＝初参加者は無料▽問い合わせ先＝川

柳会1０４６（２５３）８０７４（江口）

○北里大学大学院公開シンポジウム

▽とき＝１２月１日午後１時～４時▽と

ころ＝同大学Ｍ６号館（相模原市北里

１－１５－１）▽内容＝環境と健康「２１

○介護者教室「痴ほう症の介護方法」

▽とき＝１２月１６日午後２時～３時３０分

▽ところ＝えびな南高齢者施設（海老

名市杉久保２２７１－７）▽内容＝痴ほう

性高齢者への対応や介護方法の基礎知

識などを分かりやすく具体的に学ぶ▽

対象＝介護している方や介護に関心の

ある方▽参加費＝無料▽申込方法＝電

話で同高齢者施設福祉事務課1０４６（２３８）

７６８１へ

○第５回神奈川県産業教育フェア

▽とき＝１１月１７日正午～午後５時、１８

日午前１０時～午後４時▽ところ＝新都

市ホール（横浜そごう内）▽内容＝農

業・工業・商業・水産・看護・家庭・

福祉科で学ぶ高校生が学習成果を発表

するほか、ロボット競技、インターネ 

ット体験、農産物の販売などを実施す

る▽問い合わせ先＝神奈川工業高校1

０４５（４９１）９４６１（笹原）

◆オリーブバドミントンクラブ

▽とき＝毎週水曜日午前９時３０分～午

後０時３０分▽ところ＝座間日産体育館

▽内容＝バドミントンで運動不足を解

消し、レベルアップして試合を楽しむ

▽会費＝月額１５００円（入会金１０００円）

▽連絡先＝1０４６（２５４）２５２７（宮村）

◆ポピーの会

▽とき＝毎月第１・第３火曜日午前１０

時～午後０時３０分▽ところ＝東地区文

化センター▽内容＝油絵を楽しむ▽会

費＝月額２５００円▽連絡先＝1０４６（２５５）

２８７９（阿部）
◆野ばらダンスサークル

▽とき＝原則として毎週火曜日午後７

時３０分～９時３０分▽ところ＝東地区文

化センター▽内容＝シニアの初心者を

対象に基本からダンスを楽しむ（男性

歓迎）▽会費＝月額２０００円▽連絡先＝

1０４６（２５３）７１３１（岡崎）

善意のともしび�
（敬称略）�
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○と　き　１１月３０日（金）午後６時開場・午後６時３０分開演

○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大ホール

○入場料　無料

○保　育　あり（就学前の幼児）

○その他　手話通訳、要約筆記あり

担当　　　　　 企画政策課  1０４６（２５２）８２８７  5０４６（２５５）３５５０
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向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

○
塩
澤
敏
行
さ
ん

　

相
模
が
丘
二
丁
目

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

○
小
川
敦
子
さ
ん

　

栗
原
中
央
五
丁
目

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

◎
寄
付
行
為

○
大
矢
省
三
さ
ん

○
福
地
彦
太
郎
さ
ん

　

相
模
が
丘
三
丁
目

　

仲
よ
し
広
場
の
清
掃
活
動
を
継

続
さ
れ
、
地
域
の
環
境
美
化
に
尽

力○
座
間
華
道
協
会

　

市
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
生
け
花
展
示

を
継
続
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
貢
献

○
鈴
鹿
・
長
宿
区
域
街
づ
く
り
協

　

定
運
営
委
員
会

　
 
湧
水 
と
歴
史
を
生
か
し
た
景
観

ゆ
う
す
い

整
備
に
取
り
組
ま
れ
、
や
す
ら
ぎ

と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与◎
青
少
年
指
導
へ
の
貢
献

○
中
村
文
雄
さ
ん

　

相
模
湖
町
寸
沢
嵐

　

市
立
清
川
自
然
の
村
村
長
と
し

て
、
野
外
活
動
を
指
導
さ
れ
、青
少

年
の
健
全
育
成

に
尽
力

◎
青
少
年
育
成

　

及
び
公
共
の

　

福
祉
へ
の
貢

　

献
○
（
故
）
山
本

　

譲
さ
ん

　

厚
木
市
宮
の

里
　

清
川
共
栄
貯

蓄
会
会
長
と
し

て
、
市
立
清
川

自
然
の
村
の
管

理
運
営
に
貢
献

◎
社
会
福
祉
へ

　

の
貢
献

○
座
間
ロ
ー
タ

　

リ
ー
ク
ラ
ブ

　

社
会
福
祉
に

深
い
理
解
を
示

さ
れ
、
貴
重
な

浄
財
な
ら
び
に

備
品
を
寄
付

　

横
浜
市
緑
区
竹
山

　

都
市
環
境
の
向
上
の
た
め
、
緑

地
保
全
と
し
て
貴
重
な
土
地
を
寄

付○
株
式
会
社
す
え
ひ
ろ

　

大
和
市
鶴
間

　

社
会
福
祉
に
深
い
理
解
を
示
さ

れ
、
貴
重
な
浄
財
を
寄
付

○
座
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

社
会
福
祉
施
設
の
建
設
に
深
い

理
解
を
示
さ
れ
、
貴
重
な
備
品
を

寄
付

○
小
早
川
勲
平
さ
ん

　

大
和
市
福
田

　

市
の
緑
化
推
進
に
深
い
理
解
を

示
さ
れ
、
貴
重
な
浄
財
を
寄
付

◎
公
共
生
活
へ
の
貢
献

○
須
藤
東
さ
ん

　

さ
が
み
野
一
丁
目

　

自
治
会
活
動
に
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
、
地
域
自
治
の
発
展
に
尽

力○
菊
友
会

　

児
童
に
対
す
る
菊
づ
く
り
指
導

を
継
続
さ
れ
、
小
学
校
の
体
験
学

習
の
充
実
に
貢
献

○
鈴
木
彰
さ
ん

　

座
間
一
丁
目

　

児
童
に
対
す
る
米
づ
く
り
指
導

を
継
続
さ
れ
、
小
学
校
の
体
験
学

習
の
充
実
に
貢
献

◎
環
境
美
化
へ
の
貢
献

○
座
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
と

も
に
相
模
川
ク
リ
ー
ン
推
進
運
動

に
参
加
さ
れ
、
環
境
美
化
に
貢
献

○
三
浦
紀
子
さ
ん

　

栗
原
中
央
一
丁
目

　

公
道
脇
の
小
公
園
の
清
掃
活
動

を
継
続
さ
れ
、
地
域
の
環
境
美
化

に
尽
力

○
倉
田
八
郎
さ
ん

　

相
模
が
丘
二
丁
目

　

仲
よ
し
広
場
の
清
掃
活
動
を
継

続
さ
れ
、
地
域
の
環
境
美
化
に
尽

力

市制施行市制施行3030周年記念講演周年記念講演�市制施行市制施行3030周年記念講演周年記念講演�市制施行30周年記念講演�
東海大学山下泰裕教授が語る�東海大学山下泰裕教授が語る�東海大学山下泰裕教授が語る�

「人生における�
　　金メダルを　　金メダルを�
　　　　目指して」　　　　目指して」�

「人生における�
　　金メダルを　　金メダルを�
　　　　目指して」　　　　目指して」�

「人生における�
　　金メダルを�
　　　　目指して」

Ｊ
Ｒ
相
模
線�

小
田
急
小
田
原
線

小
田
急
小
田
原
線�

小
田
急
小
田
原
線�

海老名駅海老名駅�海老名駅�

かしわ台駅かしわ台駅�かしわ台駅�

さがみの駅�相模大塚駅�

相
模
鉄
道
本
線
�

県道横浜厚
木線

県道横浜厚
木線�

県道横浜厚
木線� 県

道
藤
沢
座
間
厚
木
線

県
道
藤
沢
座
間
厚
木
線
�

県
道
藤
沢
座
間
厚
木
線
�

富士見会館�富士見会館�

綾瀬市役所�綾瀬市役所�東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路
�

東
名
高
速
道
路
�

市道市道1
212号
線号線�

市道1
2号線

�

市
道
325号

線
�

市
道
325号

線
�

寺
尾
上
土
棚
線

寺
尾
上
土
棚
線
�

寺
尾
上
土
棚
線
�

工事箇所�

綾瀬市�

光綾公園�

藤沢方面�

東京方面�名古屋方面�

座間方面�

熊
倉
整
形
外
科�

コンビニエンス�
ストアー�

進入禁止区域�

綾北小学校�

富士見会館�

市道12号線�

県道横浜厚木線�

東名�
高速道路�

市
道
３
２
５
号
線�

県
道
藤
沢
座
間
厚
木
線�

進入禁止�

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路�

　
　
寺
尾
上
土
棚
線

　
　
寺
尾
上
土
棚
線�

都
市
計
画
道
路�

　
　
寺
尾
上
土
棚
線�

東罐興業�

通行規制区域�

迂 回 経 路 �

綾瀬〈寺小橋〉綾瀬〈寺小橋〉�
架替工事による�
綾瀬〈寺小橋〉
架替工事による�
通行規制のお知らせとお願い�通行規制のお知らせとお願い�通行規制のお知らせとお願い�
　綾瀬市の寺尾・小園地区において、

寺小橋の架替工事が実施されるため、

１２月１日（土）午後３時から２日（日）午

前１０時（荒天の場合は翌日に順延）ま

で寺尾上土棚線が通行規制されます。

ご不便をお掛けしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

○問い合わせ先　県厚木土木事務所道

路都市課1０４６（２２３）１７１１内線２４２～４

担当　　　　　　　　　　　　用地課

1０４６（２５２）８５３７ 5０４６（２５５）３５５０

市
政
功
労
者
十
七
氏
三
団
体
を
表
彰

市
政
功
労
者
十
七
氏
三
団
体
を
表
彰�
市
政
功
労
者
十
七
氏
三
団
体
を
表
彰�

　

十
月
二
十
八
日
、
市
民
文
化
会
館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
市
制
施
行

三
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
市
政
の
振
興
や
公
共
の
福
祉
、
文
化
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
市
民
生
活
を
は
じ
め
福
祉
、
保
健
医
療
、
産
業
経
済
、

都
市
環
境
、
教
育
文
化
な
ど
、
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
十
七
氏
三
団
体
。
式
典
で
は
星
野
市
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貴
重
な
浄
財
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
二
氏
二
団
体
お
よ
び
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し

て
公
共
生
活
、
環
境
美
化
、
青
少
年
指
導
、
青
少
年
育
成
お
よ
び
公

共
の
福
祉
、
社
会
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
七
氏
五
団
体
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
課
1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
５
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

与○
秋
元
深
雪
さ
ん

　

緑
ヶ
丘
二
丁
目

　

地
域
で
の
読
書
の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与

一
般
表
彰

自
治
功
労
表
彰

感
謝
状
贈
呈

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

感
謝
状
贈
呈
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